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田邊  ノーンパ 」マ ンの灌慨体系

ノ ー ン パ ー マ ン の 灌 概 体 系

ラー ンナータイ稲作農村の民族誌的研究(1)一

田 邊 繁 治*

 The Irrigation System in  1173ng Paman, 

a  Lännathai Village in Northern Thailand 

           Shigeharu TANABE

   The  Lannathai of Northern Thailand cultivate wet-rice in 
inter-mountain basins by means of a gravity irrigation system of 
weirs and canals. The system is determined in part by physio-

graphic and hydrographic conditions. But because of the need 
for close cooperation in operating and maintaining the system it 
also is bound up with the history and socio-cultural organization 
of  Länna-thai villages. This article examines the irrigation 
system both from technological and from socio-cultural points 
of view, drawing upon field data obtained in  N5ng  Paman village, 
Mae Rim district,  Chiang Mai prefecture, in 1975. 

   The author first sketches the physiography and ecology 
of the Chiang Mai basin in so far as these have bearing upon 
the  cultivation of wet-rice. He gives particular attention to 
native categories of habitat and paddy field. He then classifies 
the types of irrigation systems, and describes the development of 
irrigated agriculture in this basin since the reign of King 
Mangraimaharat in the 13th century. 

   Next the discussion focuses upon the irrigation system of 
 Nang  Paman village. After describing wet-rice farming pro-

cedures the author provides an account of the structure and 
operation of the fdi (weirs) and  miiang (canals) used to irrigate 
the four paddy areas in the village. The farmers of each paddy 
area—including farmers from other villages—are organized 
into a traditional irrigation control group, or  mufti, under an 
irrigation headman, or huana  mitang  fell.
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   The irrigation control groups have two main  activities  : 
1) to allocate the distribution of water to members' fields, and 
2) to make annual repairs to the system. The weirs in particular 
often need repairing since they are constructed of low-durability 
stakes (lak  fai) of ton  tiing (Dipterocarpus tuberculatus) and ton sak 

(Tectona  grandis). 
   Since the Mae Rim river supplies ample water during the 

main part of the growing season, virtually no problems arise over 
the allocation of water to members' fields. Thus the major 
task of the  mu  f  di groups is that of coordinating labor and 
materials for annual repairs to the system. Cooperation among 
members is further enhanced through feasts  and  f  ai spirit rituals. 

   The author suggests that these highly cooperative irrigation 
control groups may  be an example of "tight structuring" within 

Thai society.

1.は じ め に

皿.チ ェンマイ盆地の自然的条件 と灌概農業

  1・ チェンマイ盆地の 自然的条件 と生活

    空間

   1)気 候的条件

   2)地 形的 ・植生的条件

   3)生 活空間の類型

  2, チェンマイ盆地における灌瀧農業の

    展開過程

   1) 山間盆地型灌概 体系の特色

   2) 灌溜農 業 の展開過程

皿.ノ ーンパーマ ン村概況

  1. ノーンパーマンの歴史

  2・ ノーンパ ーマンの社会 ・経済的特色

   1) 人口 ・職業構成 ・土地所有形態

  2)地 主 ・小作関係の特色

N.ノ ーンパ ーマンの灌瀧体系

  1.稲 作農耕技術

  2.堰 ・用水路 と耕地 の分布

   1)堰 ・用水路の構造形態

   2) 4堰 がか りの耕地 とその分布

    a)ノ ー ンパーマ ン堰がか り

    b)フ ェイサーイ堰がか り

    c)ナ ーフク堰がか り

    d)メ ー レーム堰がか り

  3.用 水組織 と灌概水利慣行

   1)堰 組

   2)用 水 配 分

    a)水 門 ・分水堰 の管理 ・調節

    b)樋 口と一筆耕地の用水配分

   3).用 水 普 請

    a)堰 普請用材 の調達.

    b)堰 普請 と底凌え

    c)堰 霊祠の儀礼

V.む すびにかえて

Lは じ め に

 ラー ン ナ ー タ イLannathaiの 名 は,・13世 紀 末 に お け る マ ン ラ ー イ 王Mangrai-

maharatの モ ー ン 族 国 家 ハ リプ ンチ ャ イHariphunchai(Haripufij aya)の 奪 取 以 降,
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現 在 の北 部 タ イ地 域 に 展 開 した ユ ア ン族Thai Yuanを 中心 とす る伝統 的 国家 に 由

来 す る 。ラー ンナ0タ イは チ ェ ンマ イ王 家 の下 に統 合 され たが,ラ ムパ ー ンLamp縅g,

プ レーPhrae,ナ ンNanな ど の盆 地 ご とに 成 立 した小 規 模 な家 産 的 政 治権 力 を 連

合 した,き わ めて 分 節 的 性格 の濃 い 国家 で あ った 。16世 紀 中葉 の ビル マ の侵 入 以 降,

1781年 のPhra Ghao Boromar緜h縟hibodiに よ る カー ウ ィ ラ朝 ラー ンナ0タ イ の 復

興 に い た る間,主 と して ビル マ に服 属 す る こ と と な った。 そ の後,今 世 紀初 頭,南 方

の ラ タナ コー シ ン朝 タ イの 領 土 と して そ の地 方 統 治 の一 環 に組 み こまれ る こ とに よ っ

て,タ イ国 の 北部 地 方 と して 今 日に い た って い る。

 こ の よ うな 政 治 的 な分 節 性,異 民族 の支 配 に従 属 しな が ら も,こ の地 域 は 固 有 の 言

語,ラ ー ンナ ー タ イ語(Northern Thai dialect, Thai Yuan, Thai Ph繦ap)を 有

し,特 異 な仏 教芸 術,パ ー リ語 文 学,仏 教 寺 院 建 築 か ら農 具 ・日常 生 活用 具 にい た る

物質 文 化 な ど,多 彩 な 固有 の文 化 の 発 達 が み られ た。 今 日に お い て も,都 市 か ら農 村

に い た る ま で,中 部 タ イ あ る い は東 北 タイ な ど他 地 域 と異 な る この よ うな固 有 文 化 の

定着 が,顕 著 に認 め られ る。 これ まで タイ 国 内 で比 較 的 遅 れ て い た この地 域 の歴 史 ・

社会 ・文 化 研 究 の気 運 の たか ま りと と もに,各 研 究 領 域 に よ る研 究 は ラー ン ナ ー タ イ

文 化Watthanatham Lannathai研 究 と して 位 置 づ け られ る よ うに な った1》[SUTHEP,

1970:PP.i-xliv]。

 本 稿 は ラー ンナー タ イ稲 作農 村 の民 族 誌 的 研 究 の一 環 と して,こ の地 域 の雨 季 稲 作

の 農 耕 技 術 の 中枢 をな す 灌 概体 系 を,村 落 社 会 の 社会 ・文化 的諸 関連 の中 で 明 らか に

す る こ とを 目的 と して い る。 ラー ンナ ー タ イの 伝統 社 会 で は,歴 史 時 代 を 通 じて一 貫

して,そ の生 産基 盤 が,山 間盆 地 の雨 季 の 稲 作 に 置 か れ て お り,古 くか ら伝 統 的 な堰

・用 水 路 に よ る 河川 が か りの灌 瀧 体 系 の発 達 が み られ た 。今 日 に お いて もそ れ らの伝

1) Sanguan Ch�sukharat, Kraisi Nimmanhaemin(Kraisri Nimmanahaeminda)ら に よ る民 族

 学 ・民俗 学 ・歴 史学 的 な従 来 の一 連 の 業績 に加 え て,近 年 の ラー ン ナ ータ イ文 化 研究 の あ らた

 な 動 向 の一 つ は歴史 研 究 の上 に あ らわれ て い る。ま ず,ラ タ ナ コー シ ン朝 シ ャムの 朝貢 国pra-

 th騁sar縟と しての ラー ンナ ー タイ史 研 究 で あ り,タ イ 国の 前近 代 の 政 治 ・社 会 史 の一 環 の 中 に

 ラ ー ンナ ー タ イの 歴史 的 ・文 化 的 な独 自性 と従属 性 を 位 置づ け る試 みで あ る[PARITSANλ,1974〕,

 「BRAILEY,1973:PP.299-320;1974:PP.439-469]。 これ に対 し,あ らた な ラー ンナ ー タ イ史

 料 の 発 見 とそ の文 献学 的 研 究 は,チ ェ ンマ イ年 代記 の 新 テキ ス トの 刊行 や,Somm緤 Pr駑chit

 を 中心 とす る大 規 模 な 文 書 調 査 の進 展 によ って,そ の 基 礎 が築 か れ つ つ あ る[TAMNAN PHﾚN-

 ML」ANG GHIANGMAI,1971]。 一 方,人 類 学 ・宗 教 学 の 領域 で は, Keyes, Swearerら に よ る一 連

 の北 タ イ(ラ ー ンナ ー タ イ)仏 教 研 究 が精 力 的 に推 進 され[KEYES,1975a:PP.762-72;1975b:

 PP・71-89】,[SWEARER,1974:pp・67一88】, Turton,杉 山 らに よ る母 系的 な親 族 結合 と祖 霊phi

 画 祇ph1蚕hak信 仰 の 関係 に関 す る研 究[TuxTON,1972:PP.217-256],[杉 山,1976:PP.101

 -139],W導eyewardeneに よ る動 物 カテ ゴ リー,語 らい 言葉kham kh肱, kh蚕oな ど一 連 の ラー

 ンナ ー タ イ言語 文化 ・分 類 概 念 の研 究[WIJEYEWARDENE,1968a:PP.21-32;1968b:..・77-93]

 な ど多彩 な展 開 を示 して い る。
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統 的 な体 系 に依 存 した灌 瀧 農 業 と して の 稲 作 が各 地 に み られ,灌 概 は稲 作 農 耕 技 術 の

上 で も,あ るい は稲 作 の農 業 生 産 過 程 の 上 で も,と りわ け枢 要 な位 置 を しめて い る。

さ らに灌 概 が 伝統 的 に堰 ・用 水 路 の築 造 に よ る河 川 がか りの 形態 を とる こと に よ って,

そ れ らの運 営,管 理 ・維 持 を め ぐる慣 行 的 秩序 とそ れ を担 う社会 組 織 の形 成 がみ られ,

村 落 社 会 その もの と密 接 な 関係 を 形 成 す る。 この よ うに灌 概 体系 の研 究 は,そ の 自然

的,生 態 的 基 盤,稲 作 農 耕 技 術 の 体 系 との 関連 の上 で 分 析 記述 さ れ な け れ ば な らな い

と同 時 に,村 落社 会 史,お よび 村 落 社 会 の社 会 ・文 化 構 造 の 中で も検 討 され な け れば

な らな い 。

 本稿 は この よ うな視 点 か ら,チ ェ ンマ イ盆 地 の一 農 村,ノ ー ンパ ー マ ンにお け る調

査 資 料 を 中 心 に実 証 的 な検 討 を 加 え る こ とに よ って,ラ ー ンナー タ イ稲 作 農 村 に お け

る灌 灘 体 系 の性 格 を解 明す る。

 ラー ンナ ー タ イ農 村 の 稲 作 農耕 技 術 に 関す る記 述 は,す で にde Young, Kingshill,

W乖yewardene, Moerman,岩 田 らの 民族 誌 的 報 告 の 中 に み る こ とが で きる [DE

YouNG,1958:PP.75-91],[KINGSHILL,1965:PP.28-41],[WIJEYE WARDENE,

1965:PP.256-259;1973:PP・101-108],[MOERMAN,1968:PP.33-87],[岩 田,

1963:PP.22-38]。 これ らの論 考 の 中で ラー ンナ ー タ イ の灌瀧 を本 格・的 に農 耕 技 術 体

系 の 中心 に位 置 づ け,村 落 社 会 の 生 活 との 関 連 で 論 じた の はWij eyewardeneと

Moermanで あ った 。 ま た,チ ェ ンマ イ県 のSan P縟Sng稲 作 試 験 場 を 中 心 に 行 な

わ れ た,渡 部 に よ る北 部 タ イの モ チ稲 の農 学 的 研 究 は,こ の地 域 の稲 栽 培 技 術 の 詳 細

な 記述 を含 み,き わ めて 貴 重 な資 料 を提 供 して い る[WATABE,1967]。

 ラー ンナ ー タ イ の伝 統 的 な 河 川 が か りの灌 概 体 系 の 形態 的特 質 に注 目 し,中 部 タイ

のデ ル タの灌 灘 体 系 との 対 比 に お い て論 じた も の は,断 片 的 で は あ る が0す で にGee,

Credner, Pendletonら の 地 理 学 的 研究 の 中 にみ られ る[GEE,1930:PP. i a5-iss],

[CREDNER,1935:PP・183,215],[PENDLETON,1963:P・145]。 これ に対 して 近 年,

高 谷 は,稲 作地 分布 の 地 形 的規 定 要 因 に 注 目 して,チ ャオプ ラヤ ーChao Phraya

水 系 の地 形分 類 か ら,ラ ー ンナ ー タ イ 山 間盆 地 の伝 統 的灌 概 体 系 の形 態 的 把 握 を 行 な

って い る[TAKAYA・1971:PP・378-379]・[TAKAYA&MATsuMoTo 197全PP・

510-51i]。 ま た灌 概 ・排 水 学 的立 場 か ら海 田 は,山 間 盆地 の灌 概 体 系 の現 状 に つ い て

記 述 して い る[海 田,1975:PP・252-266]。

 0方,灌 概 体 系 と ラー ンナ ー タ イ伝 統 社 会 との 関係 に 関す る社 会 経 済 史 的研 究 は,

ま とま った もの と して は ほ とん ど 唯0の ラー ンナ ー タイ 史 料 で あ る 『マ ン ラ ー イ 法

典 』Mangr緤yas縟の テキ ス ト批 判,現 代 タ イ語 試 訳 の刊 行,新 テキ ス トの発 見 な ど
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の近 年 の ラー ンナ ー タ イ文 献 学 の進 展 と と もに,い く らか み られ る よ うに な った2)。

 まず チ ェ ンマ イ 出身 のKrais3に よ る同 法典 中 の灌 概 に関 す る 規 定条 項 の分 析 に よ

って,先 鞭 が つ け られ た 「KRAISI,1965a:PP.10-14;1965b:PP.1-5]。 ひ きつ づ き

石 井 は,タ イ 系 各 王朝 の 国家 形 成 の生 態 的 背 景 の検 討 に よ る タイ 国史 の 時代 区 分 を試

み る 中で;山 間 盆地 に成 立 した ラー ン ナー タイ 国家 権 力 に よる灌 概 へ の 関与,用 水 支

配 を 論 じた[石 井,1975:PP・21-26]。 また0筆 者 は ラー ンナ ー タ イ 各 山 間盆 地 の用

水 事 業 の 展 開 を マ ン ラー イ 王 治世 か ら今 世 紀初 頭,タ イ 中央 政府 内務 省 に よ る 関与 の

時 期 まで 追 求 し,国 家権 力 に よ る用 水 支 配 の実証 的分 析 を行 な い[田 辺,1976],さ

らに タ イ経 済 史 上 に お け る灌 概 農 業 の2類 型 を設 定 し,デ ル タ地 域 との対 比 に お い て,

ラー ンナ ー タイ の伝 統 的 な村 落 社 会 の 性格 に つ いて 論 じた[TANABE,1975:PP.30-

94]。 ま た 友杉 は タ イ に お け る灌 海 農 業 の 展 開過 程 を地 域 的 ・類 型 的 に把 握 し,チ ェ

ンマ イ盆 地 の 灌 概農 業 を め ぐる社 会 史 を 論 じて い る[友 杉,1976:PP.118-152]。

 本 稿 は 主 と して1974年7月15日 か ら1975年12月31日 まで の,筆 者 の タ イ 国滞 在 期 間

中の 調 査 資 料 に も とつ いて い る。 その 間,調 査 村 ノー ンパ0マ ンに お け る フ ィ ール ド

調 査 は 「タイ 国 北 部 ・中部 に お け る灌 瀧 体 系 ・運 河 網 の開 発 と社 会 変 容 」 と題 し,タ

マサ ー ト大 学社 会 学 ・人 類 学 科 長M・R・W・Dr. Akin Rabibhadna ,同 大 学 教 養 学

部 歴 史 ・地 理学 科Sanay Yanasarn講 師 との共 同研 究 プ ロ ジ ェク トの一 部 と して,

タ イ国 学 術 委 員会Khanakammak縅 WiLhai haeng Ch縟(National Research

Co蔓ncil of Thailand)の 認 可 の もとで 行 な わ れ た 。 フ ィール ド調 査 は1975年2月20

日一3月2日,3月28日 一7月31日 の 間 に集 申 して 行 なわ れ,そ の後,1975年8月,

9 .月,10月,11月 に短 期 日 の補 足 的 調 査 が行 なわ れ た。 タマ サ ー ト大 学 か らは,そ の

間,Sanay講 師 が4月20日 よ り5月16日 まで 調 査 に 参 加 した。

2) 『マ ン ラー イ法典 』 は19世 紀 初 頭 頃 ま で の ラー ンナ ー タ イ伝統 社 会 を 反映 す る と考 え られ る

 慣 習 法 の集 成 で あ り,社 会 経済 史 研 究 の み な らず伝 統 社 会 の 民族 学 的 研 究 に と って,き わ め て

貴 重 な質 の 高 い史 料 と して評 価 され る。 これ ま で現 代 タイ語 訳 の 試 みの 定 本 とな ったSao Hai

寺本 を 含 む 既存 の テキ ス ト4本 につ いて は,[KRAISI,1965a:PP.10-11],[PRAsoET,1971:Pμ

 (17)一(23)],[SANGuAN,1969:PP・268-270],[PRAKH5NG,1974:PP.125-134]を 参 照 。 これ ら

 の慣 習法 集 成 を 含 む ラー ンナ ー タ イ史 料 に基 礎 を 置 く研 究 の 発展 に,画 期 を もた ら した の は,

 1973年 に開 始 さ れ たSomm互i Prεm6hitを 中心 とす る チ ェ ンマ イ大 学 社 会学 部 社 会学 ・人 類 学

 科 に よ る チ ェ ンマ イ市 内 諸 寺所 蔵 文 書 の 系統 的 調 査 で あ った 。1975年 時 点 で市 内22寺,37, 683

 本 の 収集 ・整 理 が 完了 し,そ の カ タ ロ グ と主 要 テキ ス トの 現 代 タ イ語 試訳 が刊 行 され つ つ あ る。

 そ の うち今 後 の ラー ンナ ー タイ伝 統 社 会研 究 の根 本史 料 と な るで あろ う 『マ ンラー イ 法典 』 を

 含 む慣 習 法 は実 に26巻 ・24本 を数 え,そ の 中 の3本 の テ キ ス トの現 代 タイ 語試 訳 が刊 行 され た

 [SOMMAI,1974-1975;1975c;1975d;1975e]。
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 調 査 はす べ て タ イ語 お よ び ラー ンナ ー タ イ語 で 行 な わ れ た3)。 調 査 期 間 が短 か く,

か つ 調 査 主 題 が き わ めて 多 岐 に わ た ったた め,主 要調 査項 目 につ いて は質 問表 を 用 意

し,自 由 な会 話 ・討 論 と併 行 し,全 村233世 帯 の 世帯 主 な い しは それ に準 ず る者 に対

す る個 別 面 接 調査 を行 な い,延 べ 日数 約60日 で 完 了 した 。調 査 方 法 で 本稿 に 関係 あ る

点 に つ い て は 次 の ご と くで あ る。 土 地 所 有 面 積 に 関 して は,個 別 面 接 デ ー タを メ ー リ

ム郡 庁 土地 官thidin amphoe Mae Rim保 管 の 土地 保 有 台 帳thabian k縅 thoek-

hr5ng thldinと 照合 して 得 ま た土 地 所 有 関 係,経 営面 積 な ど につ いて は 面接 デ ー タ

の積 み か さ ね照 合 と,耕 地 現 場 で の聴 き取 りに よ って補 足 算 出 した。堰 組 に 関 して は

堰 長保 管 の堰 組 帳banch1 mu faiを 参 照 で き,き わ め て有 益 で あ った 。 調査 過 程 で

質 問 表 が 用 い られ た事,ま た 調査 対 象 が 全 戸 に お よび,し か も各 世 帯 の農 家経 済 に直

接 関 係 す る調 査 が多 か った 事 か ら,調 査 者 の 家 族 を 含 む村 人 各 世 帯 との交 際 の 強 化,

相 互扶 助 的 な友 人 関係ph俉n kan, Pコn5ng kanの 確 立 な ど,折 に ふ れ さ ま ざま な配

慮 が は らわ れ た こと は い う まで もな い 。

 地図作成に関しては,集 落内部 および主要耕地,堰 についてはク リノメーターと

50m巻 尺による簡単な測量を実施 し,他 はそれぞれの縮尺による地形図を用いた4)。

玉.チ ェンマイ盆地の 自然 的条件 と灌概農業

1.チ ェ ンマイ盆地 の 自然的条 件 と生 活 空間

1)気 候 的 条 件

チ ェ ンマ イ を含 む北 部 タ イの気 候 は,マ レー 半 島 の 一 部 を の ぞ くタ イ 国 の各地 と同

3) ラー ンナ ー タ イ語(北 部 タイ方 言)のtransliterationは, Metに よ る タイ文 字 に よ る ラー ン

 ナ ー タイ語 音 韻 転写 に も とづ き,Anuman Rajadhonの ロー マ字 アル フ ァベ ッ トへ の 音韻 転 写

 を 基 本 的 に は踏 襲 した。 た だ し母 音9は つ,�ﾍv uと し,V U, oe, aeを の ぞ く母 音 の長 短 を 示 し

 た 。 ま た タ イ語 に な い硬 口i蓋鼻 音 は�ﾅ 示 した 。 ラー ンナLタ イ語 チ ェ ンマ イ方 言 で は6声 調

 が あ るが,声 調 はい っ さい 示 さ なか った[ANuMAN,1963:pp.32-36],[MﾉT,1965],[THAMM-

 ARACHﾃNUWAT,1971],[SANGuAN,1973]。 また ラー ンナ ー タイ語 の 後 に必要 に応 じて 括 弧 内

 に タ イ語(C.T・)を 示 した。 植物 名 につ い て はM騁の 辞典 の 巻 末 に収 録 され た 中部 地 方 名 ・学

 名 ・英 名 対 照北 西 地方 植 物 名[MET,1965:PP・311-378]を 参 照す る と と もに,タ イ国植 物 検

 索 の上 で も っと も基 本 的で あ る,森 林 局 発 行 の地 方 名 一学 名 索 引,学 名 一 地 方 名索 引の2著 を

 用 いた[WINIT,1960],[KROM PﾃMAI,1948]。

4)調 査 に使 用 した地形 図 は以 下 の ご と くで あ る。 ①Royal Tha三Survey Department, Indoc-

 hina and Thailand,1:250,000, NE 47-2,47-3,47-6,47-7,1962.②Samnak Phangm俉ng,

 Krasuang Mah縟thai, Phangm俉ng Chiang Mai 2533, Ph伹iph緻 d� r5ng changwat

 Chiang Mai,1:100,000,1969.③Krom Chonprath互n, Phaenthi boriwaen lummam Mae

 Ping sadaeng n駮 th縅g V muang Mae Faek V muang Mae Taeng changwat Chiang Mai,

 1:50,000,n。d.④Amphoe Mae Rim, Phaenthi amphoe Mae Rim,1:25,000,1970.
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様 に,モ ンス ー ン の周 期 的 運動 に も とつい て,雨 季 と乾季 の 明瞭 な対 照 を示 す 。雨 季

na fonは 南西 モ ンスー ン の もた らす 降雨 に よ って,ほ ぼ5月 中 旬 に始 ま り,中 部 タイ

よ り約1カ 月 早 く,10月 上 旬 に は終 る。10月 下 旬 以 降5月 上旬 ま で が乾 季 で あ るが,

住民 は一 般 に この 期 間 を 冷 季na naoと 暑 季na hSnと に分 け る。10月 下 旬 か ら気

温 は下 が りは じ め,12月,1月 は きわ めて涼 し く,月 平 均気 温 も210C台 に下 が り,

日較 差 も増 大 す る。 この 冷 季 は2月 上 旬 まで 続 き,2月 下 旬 か ら気 温 は急 速 に 上 が り

は じめモ ンス ー ンの 降雨 開 始 ま で 乾 燥 した酷 暑 が 続 く。

 こ の地 域 の稲 作 を考 え る場 合,最 も直接 に 関係 す るの は 雨 季 の モ ンスー ン降 雨 で あ

る。 中部 タ イ よ り 内陸 に位 置す る北 部 タイ の 山間 盆 地 の降 雨 量 は,一 般 に前 者 に く ら

べ て少 な い。 年 降 雨 量 は約200mm少 な く,1,200 mmか ら1,300 mmに す ぎ な い

(表1)。 この地 域 の モ ン スー ンの 降雨 型 につ いて み る と,ま ず,5月 か ら7月 に か け

て の 雨 は きわ め て局 地 的 で あ り,狭 い雨 域 の駅 雨 で あ る。 しか も降雨 の 開 始 時 期 は か

な り不 規 則 で,1カ 月以 上ず れ る こ と も しば しば あ り,稲 作 の作 業開 始 時 期 に大 き な

影 響 を与 え る こ とに な る[海 田,1975:PP.254-255]。 また チ ェ ンマ イ に お い て も,

中部 タイ と同様 に7月 頃 に 「雨 季 の 中休 み 」dry spellが あ り,そ れ が しば しば移 植

前 の 時 期 に あ た る ことが あ り,稲 の生 育 期 間 の 前 半 に お け る大 き な不 安 定要 因 とな っ

て い る[WATABE,1967:P.24],[海 田,1975:P・255],[SAwAT,1973:PP・71-73]。

8月,9月 の 降雨 は比 較 的 安 定 し,他 の地 域 と同 様 に9月 の月 平 均 降 雨 量 は 最 大 値 を

示 す 。 熱 帯 性低 気 圧 に影 響 され た9月,10月 の集 中豪 雨 は,山 間盆 地 の周 囲 か ら流 下

表1 月平均気温 ・平均降雨量

季 節
n互1aeng(乾 季)

n訓bn(雨 季)

n互laeng

年平均
気温 ・
年降雨量

畝㎜ 陣h駅 暑季) 語nao(冷 季)

月 1   2   3   4    5    6    7    8    9    10   11   12

  1

チ ェ ン
マ イ

 。C

平 均
気 温

 mm

平均降
雨量

21.3 23.1 26.0 28.6  28.6  28.0  27.4  27,0  26.9  26。2 24.6 21.8

6.6 11,7 14,6 48.7 143。6 146.2 188.3 230.8 288,6 125,9 38.5 10,0

 25.8

1253.5

    。C

   平 均
   気 温バ ンコ

ク   mm

   平均降   雨量

26.2 28.0 29.3 30.1  29.7  29.0  28.5  28.4  28.1  27.7 26.9 25.6

9.0 28.6 34。3 89.4 166.3 170.7 177.9 190.9 305.9 254.7 57.3  7.1

 28.1

1492.1

平 均 気 温 は1937-1960年 の 平 均,平 均降 雨 量 は1931-1960年 の平 均 。

出所:Saw互t[1973:pp.89-90】.
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す る諸 支流 の急 激 な水 位 上 昇 を もた ら し,し ば しば洪 水 に よ って 稲 作 は危 機 に さ らさ

れ る[CREDNER,1935:PP.91-92]。 南 西 モ ンス ー ンの終 了 以 後,乾 季 に お いて も時

に局地 的 な駁 雨 を み るが,こ れ は い わ ゆ るmango showerで,人 々 はfon 6hal乱n

とよ び,チ ェ ンマ イ盆 地 で は2月,3月 の この種 の蝦 雨 に は 電 を と もな う こ とが あ る5>。

 この よ うに モ ンスー ンの 降 雨 はr特 に そ の前 半 に お い て は,き わ めて 局地 的 な分 散

を 示 し,ま た そ の開 始 時 期,中 休 み時 期 も不規 則 で あ る。 この よ うな モ ンス ー ン降 雨

前 半 の 空 間的 ・時 間 的 不 規 則性 は,こ の地 域 の雨 季 稲 作 に と って きわ め て不 安 定 な条

件 を 与 え て い る。 と りわ け雨 季 前半 は水 稲 生 育期 間 の栄 養 生 長 期 間 に 相 当 し,こ の期

間 の 水供 給 の不 安 定 が,旱 越 被 害 につ なが る とい わ れ る[海 田,1975:p.256]。 降

雨 の 年 間 の不 規 則 性 と と もに,降 雨 の年 変 動 も旱 越 ・洪 水 被 害 に 強 く関係 して くる。

表2は 近 年 の年 降 雨 量 の 変 化 を示 した もの で あ り,変 動 の較 差 は 平 均 年 降 雨 量 の62%

に お よ ぶ 。年 変 動 は東 北 タイ に み られ るほ どの はげ しさで はな い が,稲 作 の旱 越 ・洪

水 被 害 に 強 く関連 して い る と考 え られ る[CREDNER,1935:pp.74-75],[WATABE,

1967:pp.22-23]。

 熱帯 モ ン スー ン地 帯 に お け る水 稲 栽 培 の 必要 水 量 に つ いて は,古 くか ら論 じ られ,

水 稲 生 育期 間 の約6ヵ 月 間 に 1,800mm前 後 が必 要 水 量 と され て い る[CREDNER,

1935:P.212],[DOBBY,1958:P.272],[PENDLETON,1963:P・138]。 しか しチ ェ ン

マ イ の この期 間 の 有 効雨 量 は1,000mm余 りで あ り,し か もデ ル タに く らべて 保 水

力 の低 い 山間 盆 地 の 土壌 を考 慮す る な らば,水 稲 生 育 に と って,モ ンス ー ンの 降雨 は

き わ めて 不 十 分 とい わ な け れ ば な らな い6)。 この よ う に して み て み る と,チ ェ ンマ イ

盆地 の気 候 的 条件 は,ラ ー ンナ ー タ イの 伝統 的生 業 と して の雨 季 の水 稲耕 作 に と って,

必 ず し も良 好 と はい え ず,特 に天 水 にの み 依存 して 安 定 した収 量 を あげ る 水稲 耕 作 は,

ほ とん ど成 立 す る余地 を もた な い とい え る。 したが って この地 域 の 水稲 耕 作 は,何 ら

か の形 で 大地 を 人 工 的 に改 造 して 安 定 した水 供給 の確 保 を志 向 す る灌 灘農 業 の成 立 を

前 提 とす るの で あ る。 こ こで い う灌 概 農 業 は,湿 潤 地 域 で あ る熱 帯 モ ンス ー ン地 帯 に

お け る それ で あ り,乾 燥 地 域 に おい て灌 概 が農 業 成 立 の決 定 的条 件 で あ る ほ ど で は な

い が,少 な くと も13世 紀 の古 代 ラー ンナ ー タイ以 来 の歴 史 的 発 展 過 程 に お い て,漕 既

が水 稲 耕 作 に よ る安 定 した農 業 生 産 の 本 質 的 契機 で あ った とい う点 で,ま さ し く灌 漉

農 業 で あ る とい え る 。 も う少 し正 確 に気 候 条 件 と水 稲 耕 作 その もの と関係 して い うな

5)集 中的な電 によるタバコ ・大豆など乾季畑作物の被害が時 にみ られ る。

6) 中部 タイでは稲の生 育期間中に必要な最低降雨量は,苗 床40 mm,耕 起200 mm,水 田灌概

 1,000mmの 計1,240 mmと 算出されたが,北 部 タイの土壌で は中部 タイの沖積土壌以 上の浸

 透損失量を考慮 しなけれ ばな らないとされている[WATABE,1967=PP.21-22]。
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             表2 各地における年降雨量の年変化

年 次
Chiang Mai(北 部 タイ) Bangkok(中 部 タイ)

Nakh5n R互tchas了m互

          (東 北 タ イ)

(A.D.)
      d.    mm日 数   降 雨 量

日 数d・1降 雨 量mm 日 数 『 隔 量mm

1948 119 1,544 130 1,614 一 一

1949 124 1,390 147 1,698 116 1,363

1950 132 1,618 138 1,636 127 1,142

1951 129 1,478 125 1,600 121 1β04

1952 116 1,364 143 1,516 123 1,193

1953 136 2,032 150 1,577 139 1,333

1954 114 981 132 1,501 111 1,192

1955 136 1,258 126 1,514 116 1,312

1956 128 1,324 137 1,338 125 1,261

1957 111 1,151 138 1,957 122 1,099

1958 112 1,130 125 1,298 118 1,272

1959 136 958 118 1,275 119 1,400

1960 122 1,339 123 1,646 118 1,005

1961 138 1,576 135 1,458 116 950

1962 117 1,129 121 1,377 121 1,354

1963 124 1,061 131 1,540 130 1,359

1964 124 1,115 150 1,864 121 1,291

1965 107 997 143 1,703 125 1,078

1966 115 865 141 1,668 119 1,318

1967 119 1,354 122 876 104 920

1968 123 1,260 118 1,320 110 1,086

1969 110 1,169 123 1,136 119 1,126

1970 134 1,563 153 1,885 一 一

1971 127 1,453 132 1,484 109 1,021

出所 Krasuang Kasεt lae Sahak5n[1970-1975]

らば,水 稲の栄養生長期間におけるモンスーン降雨の不規則性,不 安定性を克服する,

という意味において灌概農業である。水稲生育期間の後半の生殖生長期間においては

自然の水供給が安定 している点から,海 田は栄養生長期間における補助的灌概と規定

している[海 田,1975:P.256]。 このようにチェンマイ盆地は,天 水依存の水稲耕作

を困難とする気候的にマージナルな条件下において[久 馬,1975:P.212],補 助的灌

概を本質的属性とする灌概農業を生みだしたのである。

 2) 地 形 的 ・植生 的条件

大陸部東南アジアの大河川 とその流域の地形分類は近年,高 谷によって精力的に進

                                    679



国立民族学博物館研究報告 1巻4号

め られ,地 形 学 的 お よび地 質学 的 に大 き く5地 形 区 に分 類 され た 。 大 河 川 の水 系 モデ

ル を構 成 す る5つ の 地 形 区 は,山 間域(山 間 盆地 を含 む),扇 状地 ・段丘 複 合,閉 塞

低 地,古 デ ル タ,新 デル タで あ り,チ ェ ンマ イ は その 山 間 盆地 の典 型 的 な例 で あ る

[高谷,1975:PP.215-220]。 大 河 川 上流 の支 谷 沿 い に は,断 続 す る帯 状 の狭 少 な水 田

が展 開 す るが,所 々に 大小 の 山間 盆 地 が 開 けて い る 。 チ ェ ン マ イ は,チ ャオ プ ラヤー

水 系 の支 流 ピン川Nam Mae Pingに 開 け た,こ の水 系 最 大 の山 間 盆 地 で あ る 。大 河

川 支 流 に開 析 され た 山 間 盆地 は,特 にサ ル ウ ィ ン,チ ャオ プ ラヤ ー,メ ー コ ン河 の支

流 域 に斑 状 に散 在 し,北 部 タイ,北 部 ラオ ス,シ ャ ン高 原,雲 南 省 西 南 部 に ま で 拡 が

って い る。図1は,チ ャオ プ ラヤ ー 支流 域 か らメー コ ン上 流 域 にか けて の,主 要 な 山

間 盆地 の 水 田 の分 布 を示 した もの で あ る。 こ れ らの 山 間 盆地 群 は伝 統 的 に,主 と して

タ イ系 諸族 の生 活 空 間 で あ り,歴 史 的 に形 成 され て きた い くつか の種 族 の 領 域 に 分 け

られ,チ ェ ンマ イ は,ラ ムパ ー ン,プ レー,ナ ン,チ ェ ン ラー イ,パ ヤ オ,フ ァー ン

な ど の盆地 の生 活 空 間 とと もに,ユ ア ン族Thai Yuanを 中 心 と した ラー ンナ ー タイ

文 化 領 域 を構 成 して い るので あ る?)。

 次 に,山 間 盆地 の水 稲 耕 作 が 基 本 的 に灌 瀧 農 業 と して 展 開 され る こ とか ら,水 の 存

在 形 態 を 中心 に 山 間 盆地 の地 形 につ い て 検 討 す る。 図2は チ ェ ンマ イ盆 地 の地 形 およ

び水 田 の分 布 を 示 した もの で あ る。 ま ず 盆地 中央 を貫 流 す る ピ ン川 に 周 囲 の 山地 を流

下 して注 ぐ支 谷 の発 達 が きわ め て よ い こ とが 注 目され る。 こ の こ と は盆地 周 囲 の集 水

域 が 大 き い ことを 示 して い る。 よ り下 流 の 閉塞 低 地 や デ ル タ縁 辺 の 扇 状地 ・段 丘 複 合

地 域 に お け る支 谷 の発 達 の貧 弱 さ に く らべ る と,山 間 盆 地 の河 川 の 流 況 は よ り安 定 し

て い る とい え る。 ま た高 谷 は,チ ャオ プ ラヤ ー水 系 山間 盆 地 の 集 水 面積 比(集 水 面積/

水 田面 積 の比)を 平 均 約19と して い るが,こ の 数値 は古 デ ル タ(集 水 面 積 比23)と 新

デ ル タ(集 水 面 積 比16)の ほ ぼ 中間 で,比 較 的 安 定 した水 供 給 の可 能 性 を 示 して い る

「高 谷,1975:p.216]。

 盆 地 の地 形 要 素 に注 目す る と,チiン マ イ盆 地 の水 田地 形 は支 谷 型,扇 状地 型,沖

積 平 野 型 の3形 態 に分 類 で き る。支 谷 の水 田は,盆 地 周 辺 か ら流 下 す る支 谷 の 狭少 な

谷 底 の 沖積 地 に,帯 状 に展 開 して い る 。 ピ ン 川 右 岸 に お け る メ ー テ ェ ー ンMae

Taeng,メ ー リムMae Rim,メ ー サム ー ンMae Samoeng,メ ー ワ ンMae Wang,

7) ラー ンナ ー タイ の領 域 は南 方 へ はT緻, Uttaraditあ た りで 途 切 れ タ イ(Thai, Siamese)の 領

 域 に移行 し,東 北 に はLuang Phrab縅g(老 楓M俉ng Swの のL縅 S縅gの 領域 が ひ ろが

 る。Chiang Saen-Chiang R緤盆 地 か ら北方 の メー コ ン流 域 に 向 か って は, Chiang Tung(孟

 艮府,M俉ng Khoen)の シャ ン族 の一 派 のKhoen族 の領 域,あ る い はル ー族 あ 一 派 と考 え ら

 れ る 粛5ngの 領 域 を へ て, Chiang Hung(車 里)を 首 邑 とす るSips5ng Pann五 の 領域 に達 す

 る[SANGuAN,1969=PP・159-166]・

.i
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図1 メーコン河上流域における稲作地 の分布
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左 岸 にお け るメ ー ク ワ ンMae Kwang,メ ーオ ー ンMae 5n,メ ー タ ーMae Th�

な ど諸 支 流 の 開 析 した盆 地 縁 辺 部 の 水 田 で あ る。 これ らの 水 田 は 多 くは緩 傾 斜 の 沖積

地 に分 布 し,高 距 は320-500 m sLに とど ま って い るが,さ らに 山 間 に 分 けい った

右 岸 の サ ム ー ン郡 な ど に お いて は700mSLに まで 達 し,典 型 的 な 谷 地 田 の 階 段耕

作 が み られ るに い た る。

 これ らの 支 谷 は 谷 口 か ら分 流 を 開 始 し,ピ ン川 の沖 積 平 野 ま で の 間 に扇 状 地 を形 成

して い るる これ らの扇 状 地 は横 に連 鎖 して 盆地 内側 を と りま い て お り,原 初 的 に は扇

頂 の谷 口に築 造 され た井 堰 に よ って それ ぞ れ の扇 状 地 ご と に灌 瀧 体 系 が形 成 さ れて い

た。 ピ ン右 岸 の メー リム (メ ー リム 扇 状 地),ハ ー ン ドン (メ ー ター チ ャー ン 扇 状

地),サ ンバ0ト ー ン 〈メー サ ム ー ン ・メー ワ ン扇 状 地)な どの 今 日の 郡 庁 所 在地 は,

古 くか ら開 けた 扇 状地 ご と に ま と ま った 生 活空 間 の 中心 地 で あ った 。左 岸 の サ ンサ ー

イ, ドー イサ ケ ッ ト(メ ー ク ワ ン扇 状地),サ ンカ ムペ ー ン(メ ー オ ー ン扇 状 地)な

ど も同様 で あ った 。

 一 方,ピ ン川 は谷 ロ メ ー テー ンか ら狭 い 氾濫 原 を形 成 しなが ら旧 チ ェ ンマ イ王 城 の

東 を通 過 し,し だ い に氾 濫 原 を拡 大 し,メ ー ピ ンカ オ頭 首 工 か らラム プ ー ン,パ ーサ

ー ンの間 の 湖 盆 を 形成 し
,再 び 狭 い 谷 間 に 入 り盆 地 は閉 じ られ る。 この 頭首 工 か ら東

岸 に ま わ る メー ピ ンカ オ 幹線 用 水 路 は ピ ン川 旧 河道 で あ り,同 時 に左 右 両岸 か らの支

流 の水 を受 けて 分 流 し,こ の一 帯 はデ ル タ と きわ め て類 似 した地 形 が ひ ろが る。 これ

らの ピ ン氾 濫 原 の 水 田 は扇 状 地 を 流 下 す る分 流 の余 水 を受 け るか,ピ ン川 本 流 に築 造

され た比 較 的 大 規 模 な堰 か ら導 水 して 灌 概 され て い る。

 以 上 の よ うに,チ ェ ンマ イ盆 地 の稲 作 が 基 本 的 に灌 概 水 田 と して 展 開 され る こ とか

ら,水 の 自然 的 な存 在 形 態 に注 目 し,さ らに この水 の存 在 形 態 が 特 に地 形 的 条件 に 強

く規 定 さ れ る ことか ら,支 谷型,扇 状 地 型,氾 濫 原 型 の水 田 の3類 型 を 設 定 した 。 次

に主 た る生 業 の場 と して の 水 田以 外 の生 活 空 間 に 注 目 し,そ の生 態 的背=景につ い て み

て み る。

 北 部 タ イ の森 林 植 生 で 最 もひ ろ く見 られ るの は,チ ー クsak(Tectona grandis)を

と も な う熱 帯 モ ンス ー ン林tropical monsoon fi)rest, mixed deciduous forest

と,フ タバ ガ キ科 樹 木 が 優 占 し,よ り 乾燥 した ラテ ライ ト土 壌 に み ら れ る フ タ バ

ガ キ サ バ ンナ林1)ipterocarp savanna forest, deciduous 1)ipterocarp forestで あ る

[OGAwA et al.,1961:pp.65-69],[KROM PHAENTH� THAHﾃN,1972:pp.7.1-7.4],

[小川,1974:pp. 62-64]。 図3に み る よ う に山 間 盆地 周辺 の 山麓 ・丘 陵 地 にか けて

乾 燥 して い る地 域 に は,乾 季 に は完 全 に落 葉 す る疎 開 林 で あ る フ タバ ガ キサ バ ンォ 林
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が か な り広 く み られ る 。 サ バ ン ナ 林 を 構 成 す る 典 型 的 な フ タ バ ガ キ 科 の 樹 種 はngae

(C.T.:teng, Shorea obtusa), hiang(1)ip彦erocaipus o6伽 ∫が)伽5)お よ びtUng(C.T.:

phluang, Dψ`6γ06α ψ 雛 励876κ ♂α彦π5)な ど で あ る 。 サ バ ン ナ 林 よ り も 乾 燥 の 度 合 の 低

 図3北 部 タ イ の 森 林 植 生

from:Krom PhaenthT TahEn[1972:p.7.1】
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い所 で は ひ ろ くモ ンス ー ン林 が ひ ろが るが,チ ェ ンマ イ盆 地 で は 河 川流 域 に 多 く分 布

し,山 麓 ・丘 陵斜 面 で は少 な くな りサ バ ンナ 林 に移 行 して い る。現 在 の集 落 お よ び水

田の 展 開 して い る地 域 の原 景 観 は,こ れ らの モ ンス ー ン林 で お おわ れ て い た と考 え ら

れ る。 モ ンスー ン林 は きわ め て 市 場 価 値 の高 い チ ー ク の他,d侊�(C.T.:prad�,

Pterocarpus 2襯6γ06αηうπ∫)りp貢ai d縅g(C.T.:tabaek, Lagerstroemia calyculata), daeng

(Xy'ia k.errii)が 典 型 的 に み られ る 樹種 で あ る[SOMCHIT, et a1.,1971:PP.25-26],

[OcAwA et al.,1961:P.68]。 これ らの モ ンス ー ン林 の下 生 え は一 般 に貧 弱 で あ るが,

特 に 河 辺 の湿 生 チー ク林 に は 多種 の竹 類 が 繁 茂 す る場 合 が 多 い[OGAwA et a1.,1961:

P・69],IKRoM PHAENTHi THAHλN,1972:P.7.3]。 モ ンス ー ン林 の構 成 樹 種 は,チ

ー クを 頂点 と して
0古 来,建 築 用材 と して の需 要 が 高 く,比 較 的集 落 に近 い所 で は ほ と

ん ど伐 採 さ れつ く し0そ の後 の二 次 植 生 と考 え られ る竹 類 が 顕 著 に み られ る[OGAWA

et・al・,1961:P.69]8)。 山 麓 ・丘 陵地 は モ ン スー ン林 か らサバ ンナ林 に移 行 し,800 m

～1,000 m sLま で フ タバ ガ キ科 の卓 越 す るサバ ンナ林 が しば しば み られ
,し だ い に

亜 熱 帯 山地 常緑 樹 林 に お おわ れ て い く。1,000m以 上 の山 地 で は,し だ い に熱 帯 的要

素 を 失 い,チ ェ ンマイ 付 近 で は,ほ ぼ1,300m前 後 か ら林 相 は 西 南 日本 の照 葉 樹 林

とま った く近似 した温 帯 常 緑 樹 が 展 開 す る とい わ れ る[OGAwA et al.,1961:P.71]。

 一 方,再 び 山 間 盆地 の地 形 に注 目 して み る と,扇 状 地 型 水 田の 傾 斜 変 換線 か ら山地

に むか って,ゆ るや か な 山麓 の丘 陵地 が 盆地 周 囲 を と りか こん で い る。 この よ うな丘

陵地 は場 所 に よ り異 な る が,ほ ぼ500 m sL前 後 まで ひ ろが り,傾 斜 の 急 な 山地 に移

行 す る 。 この 帯 状 の丘 陵地 の存 在 は古 くLee, Crednerら に注 目 され,盆 地 縁 辺 の 古

い 浸蝕 面 の残 存 と推 定 され て きた が[LEEe l 923:pp.3-10],[CREDNER71935:pp.

40-41.],し ば しば礫 層 に お お わ れ て い る場 合 が 認 め られ る。 図2は これ らの 丘 陵 地

の 分布 を正 確 に示 して はい な い が,支 谷 ・扇 状 地 の水 田 と500 m sL以 上 の 山 地 と

の 中 間地 帯 の丘 陵 地 を 示 して い る 。 この丘 陵 地 は また 多 くの 場合,先 に示 した フ タバ

ガ キ サバ ンナ林 の疎 開 林 に お お わ れ て い る。 しか し比 較 的平 坦 な部 分 や 河 谷 に近 い所
                            1

で は,時 に チ ー ク を含 む モ ンス ー ン林 が分 布 す る。 地 域 に よ りサバ ンナ林 は さ らに高

くま で 展開 し,し だ い に う っぺ い した常 緑 樹 林 に移 行 す る。 した が って チ ェ ンマ イ盆

8)調 査村 ノ ー ンパ ー マ ンの 集落 近 郊 の モ ン ス ー ン林 に は,チ ェ ンマ イ各 地 の代 表 的 な4種 の竹

 が み られ る.小 竹 で あ るphai luak(C.T.:phai ruak, Thyrsostachys siamensis)の 他,竹 桿 の太

 いmai s縅g(Dendrocalamus strictus)mai s互ng d5i(C.T.:mai nuan, Dendrocalamus menbranaceus),

 phai p�(Barrzbusa arundinacea)な どで あ る。 モ ンス ー ン林 にお け る チ ー ク乱伐 によ る森 林 景 観

 の 変 遷 は,集 落 ・耕 地 な どの 自生 的 な展 開 に も とつ く緩 慢 な 過 程 のみ で は な く,近 代 に お け る

 急 激 な需 要 増 加 の過 程 を 反 映 してい る。 と りわ け1885年 の ビル マ ・チ ー ク林閉 鎖 以 降 の,英 植

 民 地 勢力 の この 地域 にお け るチ ー ク林 借地 権 の 拡 大 と乱 伐 を 契 機 と した ラー ンナー タ イ 全域 の

 急 速 な森 林 破 壊 の結 果 に他 な らな い[SMYTH,1898:pp.104-106],[CARTER,19Q4:pp.176-

 177],[田 辺1972:P.38]。
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写真1 メー リム川近 くの フタバガキサバ ンナ林におおわれたphae(1975年10月)

地縁辺における地形 と植生の関係をみた場合,お おまかな目安として,集 落付近の竹

林を多 く含むモンスーン林の二次植生が,し だいに山麓丘陵地に移行するにしたがっ

てフタバガキサバ ンナ林におきかわ り,500mSL前 後から傾斜の急な山地地形に移

行 し,高 度を増すにしたがって常緑樹林におおわれてくるといえる。山麓丘陵地がサ

バンナ林、山地が常緑樹林にほぼ対応していると思われる。

3) 生活空間の類型

 こ れ らの地 形 的,植 生 的 類 型 は,ラ ー ンナ ー タ イ農 民 の 自然 環境 認 識 に も明 確 に把

握 され,彼 らの生 活空 間 の分 類 概 念 と興 味 ぶか い対 応 を示 す 。 主要 河 川 に近 接 した 水

田 の展 開 す る平 野 に つ い て の地 形 的 概 念 はbngと よ ば れ る。 ISngは か な り漠 然 と,

平 地 ・平 野 を 示 す語 で あ り,タ イ 語 に お け るthung rap thi lumに 相 当 し,ピ ン川

流 域 平 野 はlsng nam mae pingと い わ れ る。 lsngは また 同 時 に水 の掛 りの よ い低

湿 な平 地 に 限 定 され る場合 が 多 く,沖 積 平 野,氾 濫 原 の 水 田地 形 に ほ ぼ対 応 す る。

lSngも し くはrsng9)の 名 が 冠 せ られ る集 落 地 名 が,ピ ン川 の 上 流谷 口 か ら約6km

の地 点 よ りデ ル タ的 湿 田 が み られ る湖 盆 の地 域 まで の,河 道 に沿 う沖 積 平 野 に分 布 し

9) ラーンナータイ語15ngを タイ文字rsng(叫 ぶ)に 転写する傾 向が強いため,集 落 ・耕地な

 どの地名学 ・歴史地理学的研究にとって は注意を要する。地方行政上の地名表記,地 図上 の表

 記はrsngと することが多い[THAMMARAcHANuwAT,1971:p.514]。
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て い る点 は,15ngの 生 活 空 間 と沖積 平 野 型水 田 の対 応 を 強 く暗 示 して い る10)。

 一 方,支 谷,扇 状 地 の水 田の 展 開 す る平 地 を そ れぞ れ 明 確 に 峻別 す る概 念 は な い 。

しか し両 者 の水 田地 形 に共 通 して 一 般 化 され る地 形 的概 念 はtong(C.T。:thung)で

あ ろ う。tongは タ イ語 のthungと 同 じ く,水 田,草 地 な ど,森 林 を と もな わ な い

開 けた 空 間 を さ し,む しろ植 生 に よ る空 間 の 弁別 に もとつ く景 観 的概 念 の色 彩 が 強 い 。

しか し特 に ラ0ン ナ ー タ イ語 で は 山 地 ・丘 陵地 お よび低 湿 な15ngと 区 別 され,支 谷

や 扇 状 地 の 水 田 の展 開 す る景 観 を 示 す と考 え られ る 。tongを 冠 す る集 落 地 名 が,小

支 流huai,森 林p繧� 冠 す る地 名 と と もに盆 地 周 辺 の支 谷,扇 状 地 に広 く分 布 す る

の もそ のた め で あ ろ う。

 15ng, tongは い ず れ も地 形 的 な い しは 植 生 的区 分 を 内 包 した,ラ ー ンナー タ イ農

民 の生 活 空 間 の う ち,も っと もそ の 生 業 活 動 の 中枢 で あ る水 稲 耕 作 に関連 す る分 類 概

念 で あ る11》。 した が って 両 者 は 当 然 の こ とな が ら,人 工 的 に築 造 ・開 削 さ れた 灌 概 施

設 と して の堰 と用 水 路  V muangお よ び畦 畔 でか こ まれ た水 田n�1z)を,そ の 主 要 な

景 観 的 要 素 と して 内包 して い る こ と はい うま で もな い。

 一 方,tongの 背 後 に ひ ろが る な だ らか な丘 陵 地 は地 形 的 に はm5n(C・T.:noen,

thi d5n)と よば れ る。 しか し一般 に 農 民 はm5nを 被覆 す る森 林 植 生 に注 目 し,そ れ

をp� phaeな い しは単 にphaeと よぶ ことが 多 い 。 p� phaeと は タイ語 のP瓦Iamつ

に対 応 し,そ こに 展 開 す る フ タバ ガキ サ バ ンナ 林 の 疎 開林 と して の林 相 を表 現 した も

の に ほ かな らな い13)。 丘 陵地 のphaeは,扇 状 地 ・支 谷 で 水 田 を 営 む農 民 に と って,

生 活 に不 可 欠 な生 活 空 間 の一 部 を提 供 して い る。 薪 採 集,炭 焼 き,建 築 資材 の調 達 な

どの 山仕 事 か ら,雨 季 の 野 草,筍,茸 な ど の食 物 採 集 にい た る ま で,pha eに お け る

農 民 の 生活 資 材 の調 達 は 生 業 活 動 の重 要 な一 部 分 を 構 成 して い る14)(写 真2)。 と りわ

けサ バ ンナ林 のphaeに 普 遍 的 にみ られ るmai t佖g(1)ipterocarpus tuberculatu.s)の

落 葉 した長 さ40cm以 上 に達 す る葉t5ng t並ngの 採 集 は,乾 季 の1月 か ら3月 ま で

10)平 地 ・平 野 な どの広 大 な地 形 的 概 念 と しての15ngに 対 し,支 谷 な ど の狭 少 な 凹地 の 水 田地

 形 はh�gと 呼 ば れ る こ とが 多 い。 h6ngと はPhra Thammar互ch互nuwatに よれ ば,鍋 底 型 低

 地 を 意 味 す る[THAMMARACHANUWAT,1971:p.541]。

11)農 民 の個 々の 水 田 の分i類概 念 は よ り微 地 形 的 に細 分 され,後 述 す る ご と く田 面水 深,品 種

 選 択 な どと強 く関 連 して くる。

12)一 筆耕 地 はpan n�(C.T.:plaeng n�, an n�)と よ ばれ る。 中部 タ イお よび 南 タイNakh5n

 Sithammar互tに お け る一 筆耕 地の 呼 称an n�, kabing頃, tabing n繧ｨ よ び耕 地 形 態 な ど につ

 いて は[ANUMAN,1973:pp・133-134]参 照 。

13)タ イ国 の 森 林 生 態学 上 で は,Dipterocarp savanna forestな い しはdeciduous 1)ipterocarp

 forestは, p綸aengも しくは代 表 的 な構 成 樹 種 で あ るteng(Shorea obtusa), rang(Pentacme

 suaa�)の 名を と ってp縟eng rangと よ ばれ る。 北 部 タイ(ラ ー ンナ ー タ イ)で は これ をp�

 phae,東 北 タ イで はp蕊kh6kと よぶ こ とが多 い[SOMCHIT,1973=pp・48-52]。
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写真2 phaeに お ける煉瓦焼成炉用 の薪の牛車15に よ る搬 出

写 真3 tttng(DiPterocaipus tuberculatαs)の落 葉t5ng tUng編 み

    割竹 と竹 ヒゴで編み屋根葺材 として出荷 され る。
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さか ん に行 なわ れ,各 農 家 で 編 ん で 屋 根葺 材 と して 出荷 され,農 民 の 重 要 な現 金 収 入

源 の 一 つ とな って い る(写 真3)。 ま た竜 眼lamyai,バ ナ ナな どの果 樹 栽 培,焼 畑耕

作 に よ る陸 稲khao haiお よび 大 豆tua IUangの 栽 培 が み られ る の も,こ のphae

まで に か ぎ られ る。 この よ うにphaeは ラー ンナ ー タ イ農 民 に と って,水 田に お け る

写 真4 Chao d5i(山 地 諸 民 族)の 生 活 空 間 と してのd5 i

    D5i Pui中 腹ca,1,100msL(1975年8月)。

    中央 は山地民 の焼妬耕地跡。

14)サ バ ンナ林phaeの 利用 につ い て は,こ れ らの きわ め て 一般 的 な 資材 のみ な らず 多 くの工 芸

 資 材 を 産 出す るこ とが 注 目され る。 最 も有 名 な もの は 漆fiang hak(C.T. l y5ng rak)でhak

 luang(C.T.:rak yai, Melanorrhoea usitata)か ら採 集 され る 。 Phaeに おけ る漆 採 集 は ラー ン

 ナ ー タ イの み な らず,シ ャ ン州 のChiang Tung方 面 にお い て もさ かん で,古 くか ら漆 工芸 の

 発 達 を み た 。 チ ェ ンマ イ漆器khUang khoen(C.T.:khrttang khoen)は 王 城南 郊 のBan Khoen

 (Tambon Hai YE)を 中 心 に,都 市 内部 の 手工 業 と して発 達 した が,そ れ を にな う者 は多 くクー

 ン族 で あ り,都 市近 郊 の 特殊 な職 能 集 団 として 集住 して い る。 チ ェ ンマ イ にお い て は,銀 細工

 を含 め て,こ れ らの異 民 族 の職 能 的 分業 の もと に都 市 の手 工業 の発 達 を みた と考 え られ,漆 器

 製 造 の 場 合 はChiang Tungよ り捕 虜 奴隷 と して 強制 移 住 させ られ た クー ン族 に よ っ て行 な わ

 れ てい ると され る[SAXT,1960--1961:pp。2219-2222;1962= pp.1-2],[SoM6HIT,1971:p,144]。

 漆 の 他,樹 膠,khi fi5(C.T.:chan mai)カs ngae(Shorea obtusa), pao(C.T.:rang, Pentacme

5加 〃諮)か ら採取 され る。灯 油,船 舶 塗 装用 と して 需 要 の 高 い樹 油 は,多 くは 常緑 樹 のfiang

 (C・T・:yang, DipterocarPus alatus)か ら産す るが, phaeで はtttngお よびhiangか らさか ん に 

採 取 され る。 またmakmU(parinarium anamense)あ 実 か ら採 取 さ れ る渋namman makmUは

 傘 の 防 水 用塗 料 と して 利 用 され,チ ェ ンマ イの 傘 工芸 の 発 達 と 関係 す る[SOMdHIT,1971:

 P・168],[CH入RuBuT,1973:P.704]。

  ラー ンナ ー タ イ文 化 に は,こ れ らのphaeの 生 活 資 材 ・工 芸資 材 の利 用 に よ る,フ タバ ガ キ

 サ バ ンナ林 の採 集 文 化 と もい うべ き側 面 が含 ま れ て い る。 しか し,そ れ が ラー ンナ ー タ イの タ

 イ系 諸 族 に固有 の もの か ど うか は,現 段階 で は 不 明 で あ り,イ ン ドシナ半 島北 部 に 展 開す るモ

 ー ン ・ク メー ル系 諸 民族 文 化 との 関 係 も追求 され ね ば な らな い 。
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稲 作,河 川 ・水 路 ・水 田 にお け る淡 水漁 携 とと も に重 要 な生 業 活 動 の場 で あ り,き わ

めて 親 しみ 深 い,熟 知 され た 行 動 範 囲 の 内 に あ る ので あ る。

 農 民 の分 類 概 念 と して のphacは,ほ ぼ500-600 m sLま で で と ぎれ る。 水 田 の

展 開 す る平 坦 面 か らの比 高 は約200m前 後 で あ り,そ れ を 大 巾 に越 え る こ と は ない 。

これ以 上 の 山地 は一 般 にd5iと 総 称 され,そ こ に拡 が る森 林 はpa loekも し く ば

dongna, dong(C.T.:pa thup)と よば れ, pa phacと 対 立 す る。 pa loekはpa

phaeと 対 照 的 な樹 冠 の連 続 す る う っぺ い林 と して 山地 常緑 樹 林 の林 相 を さ した もの

、図4 ラー ンナ ー タ イの 生 活空 間 と生業

689



国立民族学博物館研究報告  1巻4号

に ほか な らな い 。常 緑 樹 林 の被 覆 す る山地 に対 して は,p縺zoekよ り も本 来,地 形 的

概 念 に近 いd5iが 用 い られ る こ とが 多 い が,ラ ー ンナ ー タ イ的 概 念 と して の, nam

mae,15ng, tong, phaeと い う一 連 の生 活 空 間 との間 に は明 らか な断 絶 が認 め られ る。

d5iは 彼 らに と って あ ま り深 入 り した くな い,む しろ疎 遠 な空 間 で あ り,「 山 の住 人」

こh設od5i,す な わ ち山 地 諸 民族 の 世界 と して 峻 別 され る傾 向が 強 い。

 図4は,こ の よ うな ラー ンナ ー タ イ 山間 盆 地 の 生 活空 間 を,そ の 生 態学 的背 景 と の

関係 か ら模式 的 に示 した もの で あ る 。 ラー ンナー タイ 農 民 の基 盤 的 な 生 業 は,い うま

で もな くtong,15n9に お け る灌概 農 業 と して の 水 稲 耕 作 で あ る。 水 稲 耕 作 に特 化 し

た 彼 らの生 業 基 盤 を補 完 す る副 次 的 な生 業 活 動 は,主 流 河 川nam mae,小 支 流huai,

用水 路 か ら水 田 にい た る あ らゆ る水 文 環 境 に 対 して間 断 な く展 開 され る淡 水 漁携 で あ

り,ま た サバ ン ナ林phaeに お いて 展 開 され る広汎 な生 活 資 材 の 採集 活動 で あ る とい

え る。 そ こで彼 らの最 も基 本 的 な生 活 空 間 はn�,nam mae, phaeに よ って構 成 され,

d5iに 踏 み入 る に したが って しだ い に消 失 して い くの で あ る。

2。 チ ェ ンマ イ盆地 におけ る灌 概農 業 の展 開過程

  1) 山 間 盆 地 型 灌 概 体 系 の 特 色

 ラー ンナー タイ の伝 統 的水 稲 耕 作 は基 本 的 に灌 概 農 業 と して 展 開 さ れ,そ の水 田ば

地 形 的,水 文 的 条 件 に よ って支 谷 型,扇 状地 型,沖 積 平 野 型 の3つ に 類 型化 で き,さ

らに そ れ ぞ れがtong(支 谷 ・扇 状地)と15ng(沖 積 平 野)の 生 活 空 間 と密 接 な対 応

関 係 に あ る こ とをみ て きた 。 次 に これ らの水 田 に展 開 さ れ る農 耕 技 術 体 系 の も っ と も

中 枢 を な す灌 概 体 系 の特 色,特 に形 態 的 ・機 能 的 性格 に つ いて 簡 単 に ふ れ て お こ う。

 山間 盆 地 の灌 概 体 系 は,比 較 的大 きな集 水 面 積 比 に さ さえ られ,自 然 の 河 川 か ら取

水 し傾 斜 を 利 用 して導 水 ・分 水 す る重 力式 灌 瀧gravity irrigationに よ り特 徴 づ け ら

れ る[海 田,1975:PP.260-263]。 山間 盆 地 は,平 坦 なデ ル タの氾 濫 灌 概(溢 流 灌 概)

inundation h rigationと 異 な る 重 力式 灌 概 の伝 統 を つ ちか って き た。 この伝 統 的 灌

概 体 系 は,扇 頂 部,谷 口あ る い は主 要 河 川 の あ らゆ る取 水 可 能地 点 に お い て,竹 材,

木 材,礫,蛇 籠 な ど に よ って築 造 さ れ る堰 か ら取 水 し,自 然 の分 流 河 道 を掘 りつ ない

で 用 水 路 と して踏 襲 した り,あ る い は ま った くあ らた な 用水 路 を開 削 して導 水 す る も

ので あ る。 この 幹線 用 水 路 か らさ らに何 本 もの末 端 用 水 路 が段 階 を追 って 分枝 され,

最 末 端 に おい て 一筆 ご との圃 場 に用水 が分 水 され る。

 取 水 堰 は そ の築 造 地 点 の流 量,川 幅 に よ って規 模 は 多 様 で あ る が,一 般 に支 谷 ・扇

状 地 に お け る堰 は,竹 か,質 の堅 い チ ー ク も し くは フ タバ ガ キ 科 のmai t佖gな どの
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